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　　　　地　区　ソ　ヴ　ィ　エ

　　　　一生産点・学園・地区－

　　シンポジウム

　　　旭几太郎（労働運動研究家）

　　　　　　輝（東京都西部地区反帝戦線）　　　早

　我々け，ﾄﾞ1分社ﾌﾞ川｛ている現代と完白白仁y

代ドいること八ヤいづび大八仮面今つけて退行す

るづ廿ﾐ史は他力揚面の仮面仝つけたまま次ｿ）半面

に俘堤士るのだが，我勺よちうそｿ）芝居がレバt

リ解へかく々る　レジス・ドブレ「不敵の中ｿﾞ）不

敵・　さｙｌよバデたドブレノハド寸yつまでレ｛く、

我々の所有する「現配万丈仮血判である　そうさ

くする浙次けしば上辻悦次と奉行を転倒させてし

まう､、そうして我々けただ胆に特出Jを運んで行く

　「l」祁レパ≒（マルクフいにぺ≒てしまうという

訳だ　特宍、いままでド犬で袖付的々もｿﾞﾊﾞこ腿え

た体制が，その存ヽ「ゾ）回収と山奥を眼底かこ問い

直される過渡闘にあぃてけ、或る背けバラ色汗肘

庇をふりまさ、また或る背は灰色ｸ）虚無（そ凪

それけ決して黒色まで下向し得ぬ）にひたり々が

へ，言≒に々って行く。我々は、明俑に「末末」

の深さと広さを認識する、　ﾉぐヽ一ペヘクテイブで題

渡問リか疸侑y揚として定ヽyさせ仙ナれば々万々
い

それけ、「あやまって戦えば自滅し、戦わ々

ければ退座する．情況である，6バ目O・8羽山闘

争にレ.jて切り問かれた完辻田に於ける実勺闘争

の質仝我々は「田原i｛義」と「組織された疹几」

とド総括した、68いスょ，ベトナム午屑屑6Ｏ七呼

応し，防府庁一一新宿10 ・ 21闘争にむける疹勺闘争

lj●●●=j　　●･・
を明碩に削除する、しかしこが∧規砿　西独学土

圧勅の分牝伝令学兄の面談、柳川悩い八ｙ八

圧勅の停滞、日水に於ける令外間他動の　九回）後

退と、令匪緊的ドみても折ﾉづ批評爪子六宮ｙ｝）

たづている，浅るブルジョア学者凪　七厄国ド於

いては、ﾄﾞ,勺ヶ関ビルの様ビレal労力が七レてもそ

れを吸収してしまう溝辺，即ち「肴本店辺」ｿﾞ）旺

勁だかへとしたり顔に忠けしている,.，ﾌ句レンョア

学者へしい言箭だ。　しかし波に対して，我々け　・

つの積極的々評価を与える必要がある。　それけ波
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カダ大筒　牛扱収す引持込今七厄国ｿ)占民社分か

ｲfレニいるヒ指柚しているかへた｀　社分頗訪欧構

言おける．‾学㈲｣に規定されTy岡づ巫勅け、うジ

カリ万ムが小ブル的に自し剖|的叱してしまう　分

化闘jﾆ組織的龍耀か問われた10、11月門斜以前

ゾ八願胤　倖仏ﾆよる武装解除力づ{因であるｶり

自ビの内部かづ帽穴してしまぃた部分も吊い　例

えば、戯内的に化常に義性分ヒ於いて想定される

フリー一々ツクス、凡同土師を闘j-ﾉ)中に且=ち込すﾌﾞ

近代作理工義一ブルジョア倫刈レ，即自的に｢凡

常i{義的。｢フ〕レタリア的．今丹沢して仏　そ

れj汀|ビソ)小ブル性ド短絡レ帆万万j々もﾌﾞ)でしか

ヤい　かかる様ビ、穴水ﾌﾞ)諭｣胆よ、ｋ抗今分断叱

し、浅る部分昌利心安に強くしﾌﾞこりして，勺学的

?ヽ引'.n↓.fIIIZil･f・，-・ 'ヽづ古勤を吸収してしまう　　まレゴレ勺ヅヤIト

恰果題づ坤ﾄ川口ト義打価ツ安ヅ粉砕／が高ヤニ

政借問竹川肘疋得る組只今安本したﾌ)ビ付し、我

犬よ資本の,欧州レ現生された組只でし則伺辻々か

ッたのだづ也域の庄民大胆とﾉ)回げドづ./忙勺今持

た々いもフバよ空問一寸厄域今占有することがで=xる./

〃kj　l
　「資右のよ?理」を打破し，「辻ﾄﾞﾆﾍｿﾞ）組織の溥

編成を､/このこと今停止仙いに川牡万の教謳全例

ド獄死柏Iぶ氏け　現代今田レ長と70子女保ｯとい

几冷え万代力作ドｊぃている　　7我々が二れまで
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！兄かこと七万い川水忙ﾉＬ几冊り且ツご恰仏笥ｿﾞ)令

仝躍う俘揚仝引ｙ出す時、分冊酋人民回視本の

杵・庖叫ドゾ)伜早越えた存在そﾌﾞ)もｿﾞ)ﾉ腫刎,{早開

始し，密実した脱胎尚早我ヤが晶分冊でごよあれ打

九破り始めるヤ、そﾉ)毀右・職能早越九勺出京柳

勺に付する川結廓　仕川口ﾙ摺⊇他今回ﾂ{した地域

的結宍一頃能を越えた蜂牡牛阜偏する、ヤ八民的

々地区ソぐ∩エド主動に力いて叫約されか土れば

々へ々いことをMでIHj保・　|∩寸土頗認させた　・

/ , ;

　グループで団らんできる

音楽喫茶

ｱｏｎｙ
大型カラーテレビ

生　　ビ　ー　ル

明　大　前　南　口　際　ＴＥＬ（３２１）３８７２

-３レ


	page1

